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研究成果の概要（和文）：近年、我が国では要介護認定者の増加に伴い、過去にインプラント治療をされた在宅
患者が増加し、訪問歯科診療を受診した患者の多くが十分なセルフケアが出来ず、インプラント周囲炎等のトラ
ブルを抱えていることが報告されている。そこで本研究では、インプラント周囲軟組織に特異的に発現する遺伝
子の発現変化及び発現制御によってインプラント周囲炎の予防が出来るかを明らかにすることを目的とした。

研究成果の概要（英文）：In recent years, with the increase in the number of people certified as 
requiring long-term care in Japan, the number of homebound patients who have received implant 
treatment in the past has been increasing, and it has been reported that many patients who receive 
home dental care are unable to provide adequate self-care and suffer from problems such as 
peri-implantitis. In this study, we aimed to clarify whether peri-implantitis can be prevented by 
changing the expression and regulating the expression of genes specifically expressed in 
peri-implant soft tissues.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
インプラントは、欠損に対する治療として広く普及してきたが、一方でインプラント周囲炎の増加が問題となっ
てきている。炎症の起因となる細菌感染は、インプラント周囲軟組織が、天然歯の歯周組織と比較して脆弱であ
るために生じる。我が国における要介護認定者とインプラント生産量は右肩上がりであり、将来の在宅患者とな
る予備群が多く存在していると考えられることから、インプラント周囲炎の予防法の確立は必須であると考え
る。本研究の成果によって、インプラント周囲炎の予防法が確立されれば、セルフケアが行なえない在宅患者の
インプラント周囲炎の罹患率を減少させることができ、国民の健康に大きく寄与できるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
インプラント治療における合併症の一つとしてインプラント周囲炎が問題となっている。イン
プラント周囲炎の予防法が確立されれば、ケアが行えない在宅患者のインプラント周囲炎罹患
率を減少させることができ、国民の健康に大きく寄与できるものと考える。我々はインプラント
周囲軟組織で特異的に発現する遺伝子を特定してきた。その中の一つである CXCL2 は炎症に関
与していることがわかっている。CXCL2 がインプラント周囲炎において、どのような発現をす
るかを解明することで、診断への応用に繋がると考え、さらに CXCL2 発現を制御することで、
防御機構の変化が明らかになり、インプラント周囲炎の予防法の開発へ繋がると考えた。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的はインプラント周囲炎モデルラット作成を確立し、①CXCL2 がインプラント周囲
炎に対してどのような発現変化をするのか、②CXCL2 の発現制御によってインプラント周囲炎
の予防が出来るか、を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
・インプラント周囲炎モデルラットの確立 
5 週齢雄性 SD 系ラットの両側第一臼歯を抜歯し、チタンインプラントを即時に埋入 
⇒治癒完了後（4 週後）、対照群(インプラント周囲粘膜の観察)と実験群（インプラント周囲炎
粘膜の観察）に分けた。 
対照群・・・左右側インプラント周囲粘膜に PBS 投与(3 日間隔) 
実験群・・・左右側インプラント周囲粘膜にP.g菌由来LPS投与(3日間隔) 投与量20μl(1mg/ml) 

 
・インプラント周囲軟組織における CXCL2 の発現評価の確立 
遺伝子的評価：定量的 RT-PCR 法 
組織学的評価：免疫組織化学染色法 
 
・培養線維芽細胞における CXCL2 発現検討 
培養線維芽細胞を用いてチタン接触による CXCL2 発現に関する検討 
ラット口蓋線維芽細胞を実験群(チタンディスク上)、対照群(ポリエチレン製ディッシュ上)に
分けて培養し、遺伝子発現ならびにタンパク発現の検討を行った。 
  
４．研究成果 
本研究より、治癒が完了した健常なインプラント周囲軟組織において、上皮と結合組織の両方で
CXCL2 の発現を認めた。このことから、治癒完了後もインプラント周囲軟組織は CXCL2 の発現を
維持し、免疫細胞を局所的に誘導することで、独自の免疫機構を形成していると考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



また、培養線維芽細胞での CXCL2 発現に関して、遺伝子、タンパクの発現はともに、ポリエチレ
ンと比較し、チタンディスク上で高い発現が認められた。現在までに、チタン接触による線維芽
細胞の CXCL2 発現についての報告はないが、生体材料移植やチタン粒子との接触により、各種細
胞でケモカインの発現が誘導されるという報告は存在している。したがって、インプラント-結
合組織界面部では、線維芽細胞がチタンと接触することで CXCL2 が恒常的に発現し維持される
ことが考えられる。 
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